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基本的な看護手順に従い必要に応じ助言
を得て看護を実践する

標準的な看護計画に基づき自立して看護
を実践する

ケアの受け手に合う個別的な看護を実践
する

幅広い視野で予測的判断を持ち看護を実
践する

より複雑な状況において、ケアの受け手に
とっての最適な手段を選択しＱＯＬを高める
ための看護を実践する

看護手順に沿い必要に応じて助言を得て
行動できる

臨床場面において標準的な看護実践を自
立して行える

専門ｊ的な知識技術を活用し子どもと家族
に適切なサービスが提供できる

専門知識と技術を活用し卓越した看護を提
供する事ができる

専門領域における熟練した看護を提供でき
指導者を育成できる

【レベル毎の目標】 助言を得てケアの子どもと家族の状況や
ニーズをとらえることができる

子どもとその家族のニーズを自らとらえるこ
とができる

子どもとその家族の状況や特性をふまえ、
ニーズをとらえることができる

子どもとその家族の状況を統合しニーズを
とらえることができる

子どもとその家族の状況の関連や意味を
ふまえニーズをとらえることができる

【行動目標】 □指導を受けながらこどもと家族の身体
的、社会的、精神的、スピリチュアルな側
面から情報収集ができる
□子どもの状況から緊急度をとらえること
ができる

□自立して子どもとその家族の身体的・身
体的、社会的、精神的、スピリチュアルな
側面から必要な情報収集ができ、計画立
案ができる
□得られた情報をもとに子どもとその家族
の全体像から課題を捉えることができる

□子どもと家族を全人的にアセスメントしな
がら、多職種からも情報収集することがで
きる
□こどもや家族の訴えから考えられる問
題、現象を考えることができる
□得られた情報から優先度の高いニーズ
をとらえることができる

□予測的な状況判断のもと身体的、社会
的、精神的、スピリチュアルな側面から必
要な情報収集ができる
□意図的に収集した情報を統合し、ニーズ
をとらえることができる

□複雑な状況を把握し、こどもと家族の受
け手を取り巻く多様な状況やニーズの情報
収集ができる
□複雑な問題に至った経緯や要因を1つず
つ紐解きながら、こどもと家族の真のニー
ズを把握し、問題を明確にできる
□子どもとその家族や周囲の人々の価値
観に応じた判断ができる

【レベル毎の目標】 助言を得ながら安全な看護を実践すること
ができる

子どもの状況に応じた看護を実践すること
ができる

子どもとその家族の特性をふまえた看護を
実践することができる

様々な技術を選択・応用し看護を実践する
ことができる

最新の知見を取り入れた創造的な看護を
実践することができる

【レベル毎の目標】 関係者と情報共有ができる 看護の展開に必要な関係者を特定し、情
報交換ができる

子どもと家族やその関係者と多職種との連
携ができる

子どもとその家族を取り巻く多職種の力を
調整し連携できる

子どもとその家族の複雑なニーズに対応で
きるように、多職種の力を引き出し連携に
活かすことができる

【レベル毎の目標】 子どもと周囲の人々の意向を知ることがで
きる

子どもや周囲の人々の意向を看護に活か
すことができる

　子どもとその家族の意思決定に必要な情
報提供や場の設定ができる

子どもとその家族や周囲の人々の意思決
定に伴うゆらぎを共有でき、選択を尊重で
きる

複雑な意思決定プロセスにおいて、多職種
も含めた調整的役割を担うことができる

新・転任者研修会への参加 専門分野に関する研修参加(センター内
外）
社会資源の種類と活用方法(センター内
外）

専門分野に関する研修参加(センター内
外）

専門分野に関する研修参加(センター内
外）

専門分野に関する研修参加(センター内
外）

看護倫理事例検討会
輸液ポンプ・シリンジの扱い方
集合教育で行われたものを実技ととともに
知識の確認をする
急変時の対応
新人チェックリストに基づく

看護倫理事例検討会
輸液ポンプ・シリンジの扱い方
急変時の対応

看護倫理事例検討会
輸液ポンプ・シリンジの扱い方
急変時の対応

看護倫理事例検討会
急変時の対応
ジェネラリストとしての実践報告レポート作
成

看護倫理事例検討会

センターの理念を理解し組織の一員として
助言を受け安全に看護を提供できる

部署目標達成に向けて、自らの組織役割
を自己目標と連動させ目標達成に取り組
める。

部署目標の達成に向けてリーダー的役割
を発揮して目標達成に取り組める

部署目標の達成に向けて指導的に関わる
ことができる

センターの理念と自己目標を連動させ組織
改革を推進できる

組織人としての行動をとることができる リーダー的役割や責務を認識して行動する
ことができる

リーダーとして問題解決に向けた行動と成
果出すことができる

師長とスタッフのパイプ役として機能し、あ
らゆる面でマネージメントの補佐ができる

組織の資源、地域資源を活用し、あらゆる
面で卓越したマネージメントができる

組
織
的
役
割
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□組織の一員としてコスト意識を持ち、正し
く物品を扱うことができる
□避難訓練に積極的に参加し、避難経路
を知っている
□センター、看護部の理念を踏まえて常に
行動できる
□医療安全マニュアルに沿った行動及び、
標準予防策を理解した行動ができる

□組織における、リーダー的役割を認識し
て、主体的にメンバーに働きかけ、成果を
残すことができる
□カンファレンスや会議の中で論理的に意
見をいうことができる
□医療安全の基準、手順を確実に実施で
きる
□感染防止対策を確実に実施でき、こども
と家族にタイムリーに説明ができる
□病棟患者全員の状態を把握しており、業
務の優先度に応じて必要な場所に適切な
人材を配置することができる
□委員会での１年間の取り組みを成果物と
して提出することができる
□インシデント・アクシデントの分析ができ
対応策がとれる

□看護実践、教育委員会、安全委員として
委員長としての役割を、遂行できる。また
委員長のサポートを受けながら遂行できる
□リーダーとして他部門の連携、調整をと
り、チーム全体の看護計画がケアの受け
手に適したものであるか確認でき、指導的
介入ができる
□自らの看護を倫理網領に照らし合わせ
振り返ることができる
□積極的に業務改善に取組み、見える形
で成果をあげることができる
□医療材料、器械器具の点検ができ、指
導と物品管理ができる

□看護部、センターから求められる役割を
遂行できる。委員長としての役割を果たせ
る
□看護部の目標を基盤としてチームの指
導、助言ができる
□師長とスタッフのパイプ役として機能する
ことができ、医療チームメンバーの立場、
役割が理解でき、人間関係の調整ができ
る
□チームの患者把握が的確にできるように
なり、患者の看護必要度とベットコントロー
ルを連動して考えることができる
□メンバーに実践のモデリングとしての指
導的介入がとれる

□病院理念・看護部理念・看護部目標・病
棟目標を理解した上で、組織アセスメント
ができ、学習課題を明確にでき示すことが
でき、行動できる
□病院経営の視点で人的・物的資源の有
効性について理解し実践できる
□病院理念、看護部理念、看護部目標、
病棟目標を理解した上で、組織アセスメン
トができ、そこから弱みを強みに変える学
習課題を明確示し、教育プランを立て、講
師として効果的なプレゼンテーションができ
る
□院内外にネットワークを持ち、協力関係
をつくっている
□現場でのストレスマネージメント・メンタ
ルヘルスへの対応ができる

接遇研修 接遇研修 接遇研修 接遇研修 接遇研修

感染防止対策
医療安全対策
災害対策
安全・感染研修会(各２回／年）

組織におけるリーダシップ
グループワーク(リーダシップ）
安全・感染研修会(各２回／年）

看護管理について
目標管理について
効果的なカンファレンスの進め方
安全・感染研修会(各２回／年）

看護管理について
目標管理について
管理に関する研修会参加
安全・感染研修会(各2回／年）

看護管理について
目標管理について
効果的なカンファレンスの進め方
安全・感染研修会(各2回／年）

日々の業務遂行時メンバーとしての役割が
果たせているか指導する

リーダー役割の実践・評価 コーディネーター役割の実践・評価 師長代行役割の実践・評価

自己の課題が認識でき指導を受け学習で
きる

自己の学習課題に向けた学習活動を展開
できる

自己のキャリアを展望し小児、障害児領域
に関する学習に取り組める

小児看護（障害児看護）に関して知識を深
めスタッフ指導ができる

組織横断的にリーダーシップを発揮し部署
や地域調整の協働ができる

自己の考えを文章にまとめ示すことができ
る

看護専門職としての自覚と責任のある行
動をとることができる

センター外への研究発表をすることがで
き、講師として教育活動に参加できる

学会発表ができ、後輩の研究指導ができ
る

院外の研修会の講師として活躍し、生涯に
わたり自己教育を続けることができる

教
育
研
究
能
力

□看護実践を通じて、自己の障がい看護
観をまとめることができる
□指導を受けながら自己の行った看護を
ケース・スタディとしてまとめることができる
□専門的知識と技術の向上のために自主
的に学習できる

□自己の行動を看護者の倫理網領に照ら
し合わせて振り返ることができる
□ケース・スタディを一人で論理的にまとめ
ることができる
□興味のある研修に積極的に参加でき、
研修参加後の伝達ができスタッフと共有で
きる方法がとれる
□後輩に対して基準・手順に基づいた指導
ができる
□自己の課題を明確にして、目標管理
シートに活かし、課題を解決することができ
る

□指導を受けながら看護研究に積極的に
取り組み専門性を高め成果物を提出する
ことができる
□研究倫理審査用紙を適切に記入するこ
とができる
□センター看護部、他施設での教育活動
に参加できる（講師等）
□センター外への研究発表ができる
□研修参加後の伝達ができ、組織に活用
できる仕組み作りを行い、病棟もしくは院内
のスタッフの行動改善が成果として得るこ
とができる

□センター内の業務改善について企画、提
案、実施、評価ができ成果物を提出できる
□単独で専門領域や高度な看護技術等に
ついての自己教育活動を展開することがで
きる
□組織的研究活動を実践し、関連学会等
で研究発表を1回以上行うことができる
□専門とする看護研究を実施し、後輩の研
究の指導ができる

□研究している内容を学会で発表でき、論
文投稿ができ、雑誌に掲載される
□研究している内容を学会で発表でき、論
文投稿ができ、雑誌に掲載される
□研究結果を日常の実践の場で取り入
れ、部署内でシステム化することができる
□研究活動を指導できる
□キャリアアップ、認定更新に必要な取り
組みをすることができる
□部署及び看護部全体の倫理的行動力向
上にための具体的な取り組みができ成果
として示すことができる

看護研究発表会への参加(センター内外）
ケーススタディのまとめ方

看護研究とは
新人指導者研修
看護研究発表会への参加(センター内外）
レポートの書き方

看護研究発表会への参加(センター内外） 看護研究発表会への参加(センター内外） 看護研究発表会への参加(センター内外）

障がい看護とはレポート作成 新人指導への参加
ケーススタディとしてまとめる

新人指導の実施
学生指導の実施
研究の実施
カンファレンスの進め方(講師）
ジェネラリストとしての実践報告

看護研究の実践及びスタッフ指導
看護管理実践報告レポート作成
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実践研修
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集合研修

実践研修

□複雑な状況の中で、見えにくくなっている
子どもとその家族のニーズに適切に対応
するために、リーダーシップを発揮しながら
関係者に積極的に働きかけることができる
□多職種連携が十分に機能するよう全体
を俯瞰し、調整役割を担うことができる
□院内に不足している機能に気付き、補完
するための資源を活用することができる
□目標に向かって多職種の活力を引き出
すことができる
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【行動目標】 □こどもや家族との関わりの中で倫理的な
問題に気づき、指導者やチーム・リーダー
に伝えることができる
□助言を受けながら子どもや家族、周囲の
人々の思いや考え、希望を知ることができ
る

□子どもや家族と周囲の人々の意思決定
に必要な情報を提供できる
□子どもとその家族や周囲に人々の意向、
価値観を聞くことができる
□子どもとその家族や周囲の人々の意向
の違いを多職種に代弁できる

□こどもと家族に積極的に関わり、気持ち
を引き出しながら意思決定プロセスを促進
することができる
□意思決定場面においてこどもや家族を
尊重し寄り添い続けることができる
□こどもと家族、医療、福祉関係者の意見
が異なる時にカンファレンスの場等で調整
ができる

□適切な資源を積極的に活用し、子どもと
家族や周囲の人々の意思決定プロセスを
支援できる
□法的および文化的配慮など多方面から
子どもとその家族や周囲の人々を擁護した
意思決定プロセスを支援できる

協

働

す

る

力
【行動目標】 □チームの一員として良好な人間関係を

築くことができる
□助言を受けながらチームの一員としての
役割を理解できる
□こどもの看護において必要となる情報は
何かを考え、多職種から情報収集すること
ができる
□助言を受けながらケアに関わる関係者
から収集することができる
□時期をを逃さず報告、連絡、相談ができ
る

□子どもとその家族を取り巻く関係者の立
場や役割の違いを理解した上で、積極的
に情報交換ができる
□関係者と蜜にコミュニケーションをとるこ
とができる
□看護の展開に必要な関係者を特定で
き、今度の方向性を確認することができる
□看護の方向性や関係者の情報をチーム
全体で把握し、共有できる

□子どもと家族の複雑なニーズに対応する
ため、あらゆる治験を動員し、ケアを実践・
評価・追及することができる
□複雑な問題をアセスメントし、子どもとそ
の家族の希望に寄り添った最適な看護ケ
アを実践できる

定義 レベル

レベル毎の定義
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【行動目標】

□子どもの個別的ニーズをとらえ、対応す
るために、その関係者と協力しながら多職
種連携を進めることができる
□子どもとその家族のケアについて将来を
見通しながら、多職種連携し、意見交換で
きる
□看護ケアをチームで共有し、取り組める
ように働きかけることができる

□指導を受けながら看護基準に沿ったケ
アが実践できる
□指導を受けながら子どもに基本的看護
援助ができる
□看護手順やガイドラインに沿って基本的
看護技術を用いて援助ができる

□子どもの個別性を考慮しつつ標準的な
看護計画に基づきケアを実践し、必要に応
じて計画の追加修正を行うことができる
□子どもに対してケアを実践する際に必要
な情報を得ることができる
□子どもと家族の状況に応じた援助ができ
る

□子どもとその家族の個別性を捉え、エビ
デンスに基づいた計画立案と実践ができる
□子どもと家族の顕在的・潜在的ニーズを
察知し、ケアの方法に工夫ができる
□子どもとその家族の個別性をとらえ、看
護実践に反映できる

□子どもとその家族の顕在的・潜在的な
ニーズに応えるため幅広い選択肢の中か
ら適切なケアを実践できる
□幅広い視野で子どもとその家族を捉え、
起こりうる課題や問題に対して予測的およ
び予防的に看護実践ができる

□子どもと家族が置かれている状況を広く
とらえ、結果を予測しながら多職種連携の
必要性を見極め主体的に多職種と協力し
合うことができる
□多職種間の連携が機能するように調整
できる
□多職種連携や看護チーム内でのカン
ファレンスでは連携が促進されるようなファ
シリテートができる
□こどもと家族の状態から今後起こりうる
問題を予測してＣＮ，ＣＮＳなどの専門家の
関わりを提案し調整することができる

□子どもや周囲の人々の思い、考え、希望
を意図的に確認することができる
□こどもと家族の思いや考え、希望をケア
に関連づけることができる


